第86回核融合専門委員会資料 86-3
2024年9月17日
[bookmark: _Hlk112662118]第85回　発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録

1．日時	：2024年6月10日（水）13:30～16:30 、 2024年6月20日（木）13:30～18:30
（規格委員会書面投票No.640のご意見への対応について、6月10日のみでは審議が完了しなかったため、6月20日も審議を継続した。）
2．場所	：WebexによるWeb会議
3．出席者（6月10日）：委員10名、欠席者1名、オブザーバー4名
橋爪委員長（東北大）、中平副委員長（QST）、戸張幹事(QST)、中曽根（東京理科大）、中田（金沢工大）、一ノ瀬（レゾナック・テクノサービス）、澁鍬（IHI）、
稲垣(東芝ESS) 、山田（金属技研）、折田(三菱重工)、沖津（日立）
欠席者：中村(IHI検査計測) 
オブザーバー：染谷(QST)、中村(QST)、石川（QST）、中嶋(NAT)

出席者（6月20日）：委員8名、欠席者4名、オブザーバー2名
中平副委員長（QST）、戸張幹事(QST)、中曽根（東京理科大）、中田（金沢工大）、
中村(IHI検査計測)、一ノ瀬（レゾナック・テクノサービス）、澁鍬（IHI）、沖津（日立）
欠席者：橋爪委員長（東北大）、稲垣(東芝ESS) 、山田（金属技研）、折田(三菱重工)、 
オブザーバー：石川（QST）、中嶋(NAT)

（以上敬称略）

4.配布資料
（6月10日）
資料85-1	第85回核融合専門委員会議事次第（案）
資料85-2	第85回核融合専門委員会配布資料リスト
資料85-3	第84回発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）
資料85-4	第109回発電用設備規格委員会議事録案
資料85-5	ASME Section III Division 4 の概要及び改定活動
資料85-6-1	JA-DEMOの安全性
資料85-6-2	核融合規制の動向
資料85-7-1	発電用設備規格委員会投票No.640結果報告
資料85-7-2	核融合設備規格「NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格（案）」のご意見への回答案
資料85-7-3	NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格（案） 新旧比較表
資料85-8-1	核融合専門委員会委員について
資料85-8-2	核融合専門委員会委員名簿

（6月20日）
資料⓪発電用設備規格委員会投票No640意見対応方針
資料①ご意見分類一覧
資料②核融合設備規格｢NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格(案)｣のご意見への回答案
資料③82-7-1 材料専門委員会ご意見伺い(投票No.57)結果
資料④109-26-4-3 材料専門員会審議資料(3)_第59回材料専門委員会議事録

5. 議事
(1) 開会 （6月10日）
橋爪委員長より開会が宣言された。

(2) 議事次第、配布資料確認 【資料85-1、85-2】 （6月10日）
議事次第案の確認、および配付資料に過不足がないことを確認した。

(3) 前回議事録案の承認 【資料85-3】 （6月10日）
第84回発電用設備規格委員会 核融合専門委員会議事録（案）の確認を行った。事前確認の際にはコメントは無く、他にコメントがあれば本会終了までに連絡頂くこととした。（特段のコメントは無く、同議事録案は承認された。）

(4) 報告事項
(4-1) 第109回発電用設備規格委員会報告 【資料85-4】 （6月10日）
· 戸張幹事より、2024年3月13日(水)に開催された第109回規格委員会において、核融合専門委員会の人事が承認されたこと、NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格の審議依頼及び資料の説明を行ったことが報告された。
· また、超伝導マグネット構造規格の改定案は金属構造物分科会の協議を経て規格委員会に投票を依頼する予定であることを報告したことが説明された。
· さらに、議事録案に修正が必要な箇所があり、JSME事務局へ修正依頼をすることが報告された。

(4-2) ASME Section III Division 4 の概要及び改定活動 【資料85-5】 （6月10日）
渋鍬委員より、核融合関連規格であるASME Section III Division 4の概要、改訂活動について報告が行われた。

(4-3) 核融合原型炉（JA-DEMO）の安全性と核融合規制の動向
 【資料85-6-1、85-6-2】 （6月10日）
染谷氏よりJA-DEMOの安全性、中村氏より核融合規制の動向について説明が行われた。

(5） 審議事項
[bookmark: _Hlk119941704]（5-1） 発電用設備規格委員会書面投票No.640の結果報告と意見対応について
【資料85-7-1、85-7-2、85-7-3】 （6月10日）
· 戸張幹事より、規格委員会書面投票(No.640)の結果について、意見付き反対票はなく、投票数27の3分の2以上である20の賛成票が得られているため、可決要件を満たしたが、10名の委員からご意見があり、その対応が必要である旨説明が行われた。
· 続いて、ご意見への回答案について説明が行われたが、1件ずつ回答内容を精査する必要があることから、回答内容を分類して見やすくしたうえで、引き続き6月20日に審議することとなった。

[bookmark: _Hlk176872925](5-2) 発電用設備規格委員会書面投票No.640のご意見への対応について
 【資料⓪､①､②､③､④】 （6月20日）
· 中平副委員長より開会が宣言された。事前に配布した資料に過不足がないことを確認した後、戸張幹事より、書面投票でのご意見を下表のとおり分類し、個々の回答方針案の審議依頼について説明が行われた。
	分類1A
	[bookmark: _Hlk169555882]材料関連規格のレビューに関するご意見。

	分類1B
	[bookmark: _Hlk169555891]規格で求める品質保証に関するご意見。

	分類2A、2B
	規格の適用範囲、圧力・荷重の定義等に関するご意見。

	分類3
	[bookmark: _Hlk169555995]（全般）ご意見やご質問に対し、規格条文/技術背景（案）の修正はせずに、考え方や経緯を回答するもの。

	分類4
	[bookmark: _Hlk169556032]（全般）誤記の指摘や修正提案であり、拝承して規格条文/技術背景（案）を修正するもの。



· 審議の結果、以下の対応とすることとした。
· 分類1Aについては、以下の内容を規格委員会に提示することとした。
· 材料専門委員会へのご意見伺いの結果、専門性の差異により保留意見が多く、外部専門家によるレビューを実施するように提案があったため、核融合専門委員会で外部専門家を選定し、レビューをお願いする。レビュー結果は材料専門委員会、規格委員会に報告する。
· 今後、非金属材料も材料専門員会で審議できる体制を構築することを要望する。

· 分類1Bについては、資料⓪記載のとおり、必要に応じて規格委員会で品質保証に関する議論をお願いしたい旨提示することとした。

· 分類2A、2B及び3については、以下の修正を行うこととした。
	番号
	投票委員
	ご意見の概要*1
	回答方針概要

	9-9
	大谷知未
分類2B
	FN-3120(c)の自重等による力と外圧による圧縮力の大小関係について。軸力の考慮について。
	本規格の対象範囲が絶縁円筒に限定されるとは言え、軸力は考慮すべきとのコメントあり、記載を残すこととした。

	1-1
	朝田誠治
分類3

	 「認証」の実施者について。
	回答案が長いため、簡潔に「超伝導マグネットの規格に準ずる」ことを記述にすることとした。

	1-2
	朝田誠治
分類3
	JEAC4111/ISO9001の品質保証プログラムを有している場合に、それとは別に品質保証プログラムの構築を組織に求めることについて。
	回答案が長いため、簡潔に「超伝導マグネットの規格に準ずる」ことを記述にすることとした。

	2-1
	高橋由紀夫
分類3
	FN-3140にはリミットセットに対する割増係数kが含まれるがFN-3200には含まれないことについて。
	FN-3200ではkは不要とする回答ではなく、k=1に相当することを本文に入れることとした。また、kは変数のため、イタリックとする。

	2-6
	高橋由紀夫
分類3
	(vi) FM-3220などの文章中のtoLなどのフォントサイズについて。
	本文中の記号等のフォントサイズは、見易く調整することとした。

	3
	堂崎浩二
分類3
	応力に対して1.5の裕度を取ることは損傷状態としてどの程度の裕度と考えられるのか。
	応力-ひずみ線図とオフセット応力で説明することとした。

	4-1
	楠丈弘
分類3
	委員会での議論内容及びプロセスが、金属材料についてのそれらと同等であることがわかる資料を追加することについて。
	委員会での議論内容を審議資料に具体的に示すこととした。

	6
	鈴木純也
分類3
	委員会で何が議論されて規格として策定されたかがわかる資料（内容もしくはプロセスなど）を審議資料に追加することについて。
	

	9-2
	大谷知未
分類3
	FN-1120(h)
「ガラスクロスの接続部」に関する質問。
	接続部という表現が2種類あるので、分けて理解できるように記載することとした。

	9-11
	大谷知未
分類3
	FN-3222
式（FN-3222）は弾性座屈荷重を与える式を用いる理由について。
	径方向の座屈という表現は、円筒殻の座屈に修正することとした。

	9-12
	大谷知未
分類3
	FN-4150
「･･･適合することを保証する。」が意味することについて。
	｢保証する｣とは｢責任を持つ｣のの意味であると説明することとした。

	9-14
	大谷知未
分類3
	FN-5300
気密試験をヘリウム漏れ試験で実施する理由について。
	NBI絶縁円筒は、トリチウム境界であるため、分子量の小さなヘリウムで高感度の試験を実施する説明に加えることとした。

	9-17
	大谷知未
分類3
	主に圧縮を受ける部材の強度を引張試験結果によって評価する妥当性について。
	引張強度と圧縮強度の比較だけでなく、0.05%オフセット応力の比較も追記し、安全側評価としていることを説明することとした。

	10-1
	西井俊明
分類3
	「引張弾性率」と「引張ポアソン比」の表記について。
	ご意見に従うこととする。

	10-2
	西井俊明
分類3
	ヤング率もポアソン比も「設計には平均値を採用し，許容外圧算定では，下限値もカバーできるようDFを見直す」ご提案について。
	再検討することとした。


*1：ご意見の詳細は、6月20日に配布した資料②を参照願います。

· 分類4については、全てご承認いただいた。

· 6月20日の審議では、今後の対応として、次回の規格委員会（6月27日）において、発電用設備規格委員会投票No.640のご意見対応を準備中であることを報告し、分類1Aに関する専門家レビューの位置付けや手順を確認する予定とし、上記の審議結果を幹事より委員長にご報告し、規格委員会での対応を相談することとした。

(5-3) 委員の新任・再任・退任 （6月10日）
1 核融合専門委員会委員の再任 【資料85-8-1】
· 戸張幹事の再任が了解され、規格委員会に上申し、承認を得ることとした。

(6)　その他
(6-1) 次回日程 （6月10日）
次回の第86回核融合専門委員会は、2024年9月17日(火)を予定とし、Web会議で実施することとした。

以上
3

